
(57)【要約】

【課題】 折り畳む際に操作レバーをロック解除位置で

手で押さえておく必要がなく、したがって、折り畳み操

作を容易に行うことができるヒンジ装置を提供する。

【解決手段】　両ヒンジ部材31,32が回動不可能とされ

るロック位置と回動可能とされるロック解除位置とに移

動可能な操作レバー34を有している。操作レバー34は、

圧縮コイルばね35を収納するばね収納部56が設けられて

いる本体部51と、ロック位置において第２ヒンジ部材32

に係合するロック時係合部52と、操作レバー34をロック

解除方向（上方）に移動させるロック解除操作部53と、

ロック解除位置において第１ヒンジ部材31に係合して操

作レバー34のロック位置方向（下方）への逆戻りを阻止

するロック解除時係合部54と、ロック解除位置にある操

作レバー34をロック位置方向（時計方向）に移動させる

ロック操作部55とからなる。

【選択図】　　図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ ヒ ン ジ 部 材 と 、 第 １ 部 材 に 対 し て 平 行 な 折 り 畳 み 状 態 と こ の 状 態 か ら 相 対 的 に 略 １
８ ０ ° 回 動 し た 伸 張 状 態 と に 回 動 可 能 な 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 と 、 両 ヒ ン ジ 部 材 同 士 を 回 動 可 能
に 連 結 す る 連 結 軸 と 、 両 ヒ ン ジ 部 材 が 回 動 不 可 能 と さ れ る ロ ッ ク 位 置 と 回 動 可 能 と さ れ る
ロ ッ ク 解 除 位 置 と に 移 動 可 能 な 操 作 レ バ ー と 、 操 作 レ バ ー を ロ ッ ク 位 置 方 向 に 付 勢 す る 付
勢 部 材 と を 備 え 、 操 作 レ バ ー は 、 本 体 部 と 、 ロ ッ ク 位 置 に お い て 第 １ ヒ ン ジ 部 材 お よ び 第
２ ヒ ン ジ 部 材 の い ず れ か 一 方 に 係 合 す る ロ ッ ク 時 係 合 部 と 、 操 作 レ バ ー を ロ ッ ク 解 除 方 向
に 移 動 さ せ る た め の ロ ッ ク 解 除 操 作 部 と を 有 し て い る ヒ ン ジ 装 置 に お い て 、
　 操 作 レ バ ー は 、 ロ ッ ク 解 除 位 置 に お い て 第 １ ヒ ン ジ 部 材 お よ び 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 の い ず れ
か 一 方 に 係 合 し て 操 作 レ バ ー の ロ ッ ク 位 置 方 向 へ の 移 動 を 阻 止 す る ロ ッ ク 解 除 時 係 合 部 を
さ ら に 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る ヒ ン ジ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 操 作 レ バ ー は 、 本 体 部 に 設 け ら れ ロ ッ ク 解 除 位 置 に あ る 操 作 レ バ ー を ロ ッ ク 位 置 方 向 に
移 動 さ せ る た め の ロ ッ ク 操 作 部 を さ ら に 有 し て い る 請 求 項 １ の ヒ ン ジ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 操 作 レ バ ー に 、 折 り 畳 み 状 態 に お い て 第 １ ヒ ン ジ 部 材 お よ び 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 の い ず れ か
一 方 に 当 接 し 操 作 レ バ ー の ロ ッ ク 解 除 位 置 方 向 へ の 移 動 を 阻 止 す る ロ ッ ク 解 除 防 止 係 合 部
が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ２ の ヒ ン ジ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ロ ッ ク 操 作 部 に 、 第 １ ヒ ン ジ 部 材 お よ び 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 の い ず れ か 一 方 を 折 り 畳 ん で い
く 際 に 同 部 材 に 当 接 す る ロ ッ ク 位 置 復 帰 係 合 部 が 設 け ら れ て お り 、 操 作 レ バ ー は 、 同 部 材
の さ ら な る 回 動 操 作 に よ っ て こ れ と 一 体 に 回 動 さ せ ら れ て ロ ッ ク 状 態 に 復 帰 さ せ ら れ る 請
求 項 ２ の ヒ ン ジ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 操 作 レ バ ー の 本 体 部 は 、 ロ ッ ク 位 置 に お い て ヒ ン ジ 部 材 に 覆 わ れ ロ ッ ク 解 除 位 置 に お い
て ヒ ン ジ 部 材 か ら 露 出 す る 部 分 を 有 し て お り 、 こ の 部 分 に 、 ロ ッ ク 解 除 状 態 を 表 示 す る 解
除 中 表 示 部 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か の ヒ ン ジ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 操 作 レ バ ー の 本 体 部 の 側 面 に 、 ヒ ン ジ 部 に 接 触 す る リ ブ が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ か ら
５ ま で の い ず れ か の ヒ ン ジ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 ヒ ン ジ 装 置 、 さ ら に 詳 し く は 、 ２ つ の 部 材 を 折 り 畳 み 可 能 に 結 合 す る と と
も に 、 ２ つ の 部 材 の 伸 張 状 態 で の ロ ッ ク を 可 能 と し た ヒ ン ジ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ２ つ の 部 材 を 折 り 畳 み 可 能 に 結 合 す る と と も に 、 ２ つ の 部 材 の 伸 張 状 態 で の ロ ッ ク を 可
能 と し た ヒ ン ジ 装 置 と し て 、 特 許 文 献 １ に は 、 第 １ ヒ ン ジ 部 材 と 、 第 １ 部 材 に 対 し て 平 行
な 折 り 畳 み 状 態 と こ の 状 態 か ら 相 対 的 に 略 １ ８ ０ ° 回 動 し た 伸 張 状 態 と に 回 動 可 能 な 第 ２
ヒ ン ジ 部 材 と 、 両 ヒ ン ジ 部 材 同 士 を 回 動 可 能 に 連 結 す る 連 結 軸 と 、 両 ヒ ン ジ 部 材 が 回 動 不
可 能 と さ れ る ロ ッ ク 位 置 と 回 動 可 能 と さ れ る ロ ッ ク 解 除 位 置 と に 移 動 可 能 な 操 作 レ バ ー と
、 操 作 レ バ ー を ロ ッ ク 位 置 方 向 に 付 勢 す る 付 勢 部 材 と を 備 え 、 操 作 レ バ ー は 、 本 体 部 と 、
ロ ッ ク 位 置 に お い て 第 １ ヒ ン ジ 部 材 お よ び 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 の い ず れ か 一 方 に 係 合 す る ロ ッ
ク 時 係 合 部 と 、 操 作 レ バ ー を ロ ッ ク 解 除 方 向 に 移 動 さ せ る た め の ロ ッ ク 解 除 操 作 部 と を 有
し て い る も の が 記 載 さ れ て い る 。 折 り 畳 み 操 作 は 、 操 作 レ バ ー を ロ ッ ク 解 除 方 向 に 移 動 さ
せ 、 そ の 状 態 を 保 持 し た ま ま で 、 一 方 の ヒ ン ジ 部 材 を 他 方 の ヒ ン ジ 部 材 に 対 し て 回 動 さ せ
る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ５ － ５ ０ ０ ７ ９ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 ヒ ン ジ 装 置 は 、 作 業 台 や 足 場 を 伸 張 状 態 で 安 全 に 使 用 し か つ 格 納 を 容 易 と す る よ う
に 折 り 畳 み 可 能 と す る 上 で 有 用 で あ る が 、 折 り 畳 む 際 に は 、 操 作 レ バ ー を ロ ッ ク 解 除 位 置
で 手 で 押 さ え る こ と に よ り 保 持 し て お く 必 要 が あ り 、 折 り 畳 み 操 作 が 困 難 で あ る と い う 問
題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 折 り 畳 む 際 に 操 作 レ バ ー を ロ ッ ク 解 除 位 置 で 手 で 押 さ え て お く 必 要
が な く 、 し た が っ て 、 折 り 畳 み 操 作 を 容 易 に 行 う こ と が で き る ヒ ン ジ 装 置 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 に よ る ヒ ン ジ 装 置 は 、 第 １ ヒ ン ジ 部 材 と 、 第 １ 部 材 に 対 し て 平 行 な 折 り 畳 み 状
態 と こ の 状 態 か ら 相 対 的 に 略 １ ８ ０ ° 回 動 し た 伸 張 状 態 と に 回 動 可 能 な 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 と
、 両 ヒ ン ジ 部 材 同 士 を 回 動 可 能 に 連 結 す る 連 結 軸 と 、 両 ヒ ン ジ 部 材 が 回 動 不 可 能 と さ れ る
ロ ッ ク 位 置 と 回 動 可 能 と さ れ る ロ ッ ク 解 除 位 置 と に 移 動 可 能 な 操 作 レ バ ー と 、 操 作 レ バ ー
を ロ ッ ク 位 置 方 向 に 付 勢 す る 付 勢 部 材 と を 備 え 、 操 作 レ バ ー は 、 本 体 部 と 、 ロ ッ ク 位 置 に
お い て 第 １ ヒ ン ジ 部 材 お よ び 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 の い ず れ か 一 方 に 係 合 す る ロ ッ ク 時 係 合 部 と
、 操 作 レ バ ー を ロ ッ ク 解 除 方 向 に 移 動 さ せ る た め の ロ ッ ク 解 除 操 作 部 と を 有 し て い る ヒ ン
ジ 装 置 に お い て 、 操 作 レ バ ー は 、 ロ ッ ク 解 除 位 置 に お い て 第 １ ヒ ン ジ 部 材 お よ び 第 ２ ヒ ン
ジ 部 材 の い ず れ か 一 方 に 係 合 し て 操 作 レ バ ー の ロ ッ ク 位 置 方 向 へ の 移 動 を 阻 止 す る ロ ッ ク
解 除 時 係 合 部 を さ ら に 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 各 ヒ ン ジ 部 材 は 、 例 え ば 、 折 り 畳 み ・ 伸 張 さ れ る 部 材 に 固 定 さ れ る 結 合 部 、 対 向 壁 お よ
び 連 結 壁 か ら な り 結 合 部 に 連 な っ て 折 り 畳 み ・ 伸 張 さ れ る 部 材 か ら 長 さ 方 向 に 突 出 す る 突
出 部 、 お よ び 突 出 部 の 対 向 壁 の 先 端 部 に 設 け ら れ て 他 方 の ヒ ン ジ 部 材 の 重 ね 合 わ せ 部 に 互
い に 重 ね 合 わ せ ら れ て 連 結 軸 で 連 結 さ れ る 重 ね 合 わ せ 部 か ら な る も の と さ れ る 。 各 ヒ ン ジ
部 材 の 対 向 壁 間 が 操 作 レ バ ー 収 納 部 と さ れ 、 一 方 の ヒ ン ジ 部 材 の 突 出 部 の 連 結 壁 に は 、 ロ
ッ ク 時 係 合 部 が 挿 通 さ れ る 貫 通 孔 が 設 け ら れ 、 他 方 の ヒ ン ジ 部 材 の 突 出 部 の 連 結 壁 に は 、
操 作 レ バ ー の ロ ッ ク 解 除 操 作 部 お よ び ロ ッ ク 解 除 時 係 合 部 が 挿 通 さ れ る 貫 通 孔 が 設 け ら れ
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 １ ヒ ン ジ 部 材 、 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 お よ び 操 作 レ バ ー は 、 １ 本 の 連 結 軸 に よ り 連 結 さ れ 、
そ れ ぞ れ が こ の 連 結 軸 回 り に 回 動 可 能 と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ヒ ン ジ 装 置 を 伸 張 状 態 か ら 折 り 畳 み 状 態 と す る に は 、 操 作 レ バ ー を 操 作 し て そ の ロ ッ ク
解 除 時 係 合 部 を ヒ ン ジ 部 材 に 係 合 さ せ て 、 操 作 レ バ ー の ロ ッ ク 位 置 方 向 へ の 移 動 を 阻 止 し
て お い て か ら 、 ヒ ン ジ 部 材 を 相 対 的 に 回 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 操 作 レ バ ー は 、 本 体 部 に 設 け ら れ ロ ッ ク 解 除 位 置 に あ る 操 作 レ バ ー を ロ ッ ク 位 置 方 向 に
移 動 さ せ る た め の ロ ッ ク 操 作 部 を さ ら に 有 し て い る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 操 作 レ バ ー
の ロ ッ ク 解 除 時 係 合 部 と ヒ ン ジ 部 材 と の 係 合 は 、 付 勢 部 材 が 操 作 レ バ ー を 付 勢 す る こ と で
維 持 さ れ る よ う に な さ れ 、 ロ ッ ク 操 作 部 の 操 作 は 、 付 勢 方 向 に 対 し て こ れ と 直 交 す る 方 向
へ 回 動 す る こ と で 行 わ れ る 。 こ の よ う に す る と 、 操 作 レ バ ー の ロ ッ ク 解 除 時 係 合 部 を ヒ ン
ジ 部 材 に 係 合 さ せ て ロ ッ ク 解 除 状 態 と し た 後 、 ロ ッ ク 状 態 に 復 帰 さ せ る 必 要 が 生 じ た 場 合
、 ロ ッ ク 操 作 部 を 操 作 す る こ と に よ り 、 容 易 に ロ ッ ク 状 態 に 復 帰 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 操 作 レ バ ー に 、 折 り 畳 み 状 態 に お い て 第 １ ヒ ン ジ 部 材 お よ び 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 の い
ず れ か 一 方 に 当 接 し 操 作 レ バ ー の ロ ッ ク 解 除 位 置 方 向 へ の 移 動 を 阻 止 す る ロ ッ ク 解 除 防 止
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係 合 部 が 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に す る と 、 操 作 レ バ ー の ロ ッ ク 解 除 位
置 方 向 へ の 移 動 は 、 伸 張 状 態 に お い て の み 可 能 で 、 折 り 畳 み 状 態 に お い て は 不 可 能 と な り
、 誤 操 作 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に ま た 、 ロ ッ ク 操 作 部 に 、 第 １ ヒ ン ジ 部 材 お よ び 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 の い ず れ か 一 方 を
折 り 畳 ん で い く 際 に 同 部 材 に 当 接 す る ロ ッ ク 位 置 復 帰 係 合 部 が 設 け ら れ て お り 、 操 作 レ バ
ー は 、 同 部 材 の さ ら な る 回 動 操 作 に よ っ て こ れ と 一 体 に 回 動 さ せ ら れ て ロ ッ ク 状 態 に 復 帰
さ せ ら れ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に す る と 、 折 り 畳 み 操 作 に よ っ て 、 操 作 レ バ ー が ロ
ッ ク 解 除 位 置 か ら ロ ッ ク 位 置 に 移 動 さ せ ら れ 、 誤 操 作 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 操 作 レ バ ー の 本 体 部 は 、 ロ ッ ク 位 置 に お い て ヒ ン ジ 部 材 に 覆 わ れ ロ ッ ク 解 除 位 置
に お い て ヒ ン ジ 部 材 か ら 露 出 す る 部 分 を 有 し て お り 、 こ の 部 分 に 、 ロ ッ ク 解 除 状 態 を 表 示
す る 解 除 中 表 示 部 が 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に す る と 、 作 業 者 が ロ ッ ク
解 除 状 態 に あ る こ と を 容 易 に 認 識 で き 、 安 全 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に ま た 、 操 作 レ バ ー の 本 体 部 の 側 面 に 、 ヒ ン ジ 部 に 接 触 す る リ ブ が 設 け ら れ て い る
こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に す る と 、 ヒ ン ジ 装 置 の 内 部 に ゴ ミ や ホ コ リ が 溜 ま り に く く か
つ 抜 け や す く な り 、 し か も 、 摩 擦 面 の 面 積 が 少 な く な る の で 、 摩 擦 が 大 き い こ と に よ っ て
回 動 操 作 が し に く く な る こ と も 防 止 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 発 明 の ヒ ン ジ 装 置 に よ る と 、 操 作 レ バ ー は 、 ロ ッ ク 解 除 位 置 に お い て 第 １ ヒ ン ジ 部
材 お よ び 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 の い ず れ か 一 方 に 係 合 す る ロ ッ ク 解 除 時 係 合 部 を 有 し て い る の で
、 折 り 畳 む 前 に 、 操 作 レ バ ー の ロ ッ ク 解 除 時 係 合 部 を 第 １ ヒ ン ジ 部 材 お よ び 第 ２ ヒ ン ジ 部
材 の い ず れ か 一 方 に 係 合 さ せ る こ と で 、 ロ ッ ク 解 除 状 態 が 保 持 さ れ 、 操 作 レ バ ー を 手 で 押
さ え ず に 折 り 畳 む こ と が で き 、 折 り 畳 み 操 作 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 明 細 書 に お い て 、 前 後 に つ い て は 、 図 ２ の 右 を 前 、 左 を 後 と い う も の と し 、 左 右 は
、 前 方 に 向 か っ て い う も の と す る 。 ま た 、 作 業 台 の 上 下 に つ い て は 、 図 ２ に 示 す 作 業 時 の
状 態 に つ い て い う も の と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 作 業 台 は 、 左 右 支 柱 (3)お よ び 支 柱 (3)間 に 渡 し 止 め ら れ た 複 数 段 の 踏 桟 (4)よ り な る 前
後 一 対 の 脚 (1)(2)と 、 逆 Ｖ 字 状 に 二 つ 折 り 可 能 な 天 板 (5)と 、 各 脚 (1)(2)の 上 端 部 に 設 け
ら れ て 天 板 (5)の 前 後 端 部 を 受 け る 前 後 天 板 受 け 桟 (6)と 、 左 右 支 柱 (3)の 上 端 部 と 天 板 (5)
の 前 後 端 部 と を 互 い に 回 動 可 能 に 連 結 す る 連 結 金 具 (7)と 、 前 脚 (1)の 踏 桟 (4)と 後 天 板 受
け 桟 (6)と の 間 お よ び 後 脚 (2)の 踏 桟 (4)と 前 天 板 受 け 桟 (6)と の 間 に そ れ ぞ れ 斜 め に 渡 さ れ
た 斜 め 部 材 (8)と 、 天 板 受 け 桟 (6)お よ び 所 定 の （ こ の 例 で は 最 下 段 の ） 踏 桟 (4)に そ れ ぞ
れ 設 け ら れ て 折 り 畳 み 状 態 に お い て 互 い に 係 合 す る 収 納 金 具 (9)と を 備 え て お り 、 図 ２ に
示 す 使 用 状 態 か ら 図 ３ に 示 す 収 納 状 態 に 折 り 畳 む こ と が で き る よ う に な さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 後 脚 (1)(2)は 、 そ れ ぞ れ 若 干 下 広 が り と さ れ て お り 、 各 支 柱 (3)と 地 面 と の な す 角 は
、 ８ ３ ° 程 度 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 天 板 (5)は 、 前 後 一 対 の 足 場 板 (11)(12)と 、 前 足 場 板 (11)の 連 結 側 端 部 （ 後 端 部 ） お よ
び 後 足 場 板 (12)の 連 結 側 端 部 （ 前 端 部 ） に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ た 固 定 金 具 (13)(14)と 、 固 定
金 具 (13)(14)同 士 を 相 対 的 に 回 動 可 能 に 連 結 す る 可 動 金 具 （ 図 示 略 ） と 、 前 足 場 板 (11)の
前 端 部 お よ び 後 足 場 板 (12)の 後 端 部 に 固 定 さ れ た 前 後 の カ バ ー 部 (16)と 、 可 動 金 具 の 左 右
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端 部 を 覆 う よ う に 固 定 金 具 (13)(14)に 取 り 付 け ら れ た 左 右 の カ バ ー 部 (17)と よ り な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 天 板 受 け 桟 (6)は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 押 出 型 材 製 で 、 横 断 面 略 方 形 状 と さ れ て 、 踏 桟 (4)と 同
様 に 左 右 支 柱 (3)間 に 渡 し 止 め ら れ て い る 。 天 板 受 け 桟 (6)の 上 壁 に は 、 折 畳 み 時 に 天 板 (5
)の 前 後 端 部 を 案 内 す る 横 断 面 凹 の 円 弧 状 上 面 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 各 斜 め 部 材 (8)は 、 Ｖ 字 状 に 二 つ 折 り 可 能 に 連 結 さ れ た 長 尺 部 (21)お よ び 短 尺 部 (22)よ
り な る 。 両 斜 め 部 材 (8)の 長 尺 部 (21)の 中 間 部 同 士 が Ｘ 字 状 に か つ 互 い に 回 動 可 能 に 連 結
ピ ン (23)に よ り 連 結 さ れ て い る 。 長 尺 部 (21)と 短 尺 部 (22)と は 、 両 部 (21)(22)を 折 り 畳 み
・ 伸 張 可 能 に 結 合 す る ヒ ン ジ 装 置 (24)(25)に よ り 、 長 尺 部 (21)と 短 尺 部 (22)と の 突 き 合 わ
せ 面 の 上 縁 部 分 を 回 動 中 心 と し て Ｖ 字 状 に 二 つ 折 り 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 下 か ら ３ 段 目 の 踏 桟 の ほ ぼ 中 央 に は 、 各 斜 め 部 材 (8)の 短 尺 部 (22)の 下 端 部 を 回 動 可 能
に 支 持 す る 下 支 持 金 具 (19)が 取 り 付 け ら れ 、 天 板 受 け 桟 (6)の 対 応 す る 位 置 に は 、 各 斜 め
部 材 (8)の 長 尺 部 (21)の 上 端 部 を 回 動 可 能 に 支 持 す る 上 支 持 金 具 (20)が 取 り 付 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 作 業 台 は 、 使 用 状 態 で は 、 天 板 (5)の 前 足 場 板 (11)と 後 足 場 板 (12)と が 突 き 合 わ さ れ 、
斜 め 部 材 (8)の 長 尺 部 (21)と 短 尺 部 (22)と が 突 き 合 わ さ れ て い る 。 天 板 (5)は 、 前 足 場 板 (1
1)と 後 足 場 板 (12)と の 突 き 合 わ 面 の 下 縁 部 分 を 回 動 中 心 と し て 逆 Ｖ 字 状 に 折 畳 み は 可 能 で
あ る が 、 Ｖ 字 状 へ の 折 畳 み は 不 可 能 と さ れ て お り 、 天 板 (5)に か か る 荷 重 が 天 板 (5)、 前 後
脚 (1)(2)お よ び 斜 め 部 材 (8)に よ っ て し っ か り と 受 け 止 め ら れ る 。 前 後 脚 (1)(2)同 士 が 広
が ろ う と す る 力 は 、 斜 め 部 材 (8)を 逆 Ｖ 字 状 に 折 り 畳 も う と す る 方 向 に 働 く こ と か ら 、 斜
め 部 材 (8)は 、 前 後 脚 (1)(2)が 互 い に 開 こ う と す る の を 阻 止 す る 開 き 止 め 機 能 を 果 た し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 作 業 台 は 、 次 の よ う に し て 折 り 畳 ま れ る 。 以 下 の 説 明 に お い て 、 Ａ お よ び Ｃ は 、 斜
め 部 材 (8)の 上 端 部 と 天 板 受 け 桟 (6)と の 連 結 中 心 を 、 Ｂ お よ び Ｄ は 、 斜 め 部 材 (8)の 下 端
部 と 踏 桟 (4)と の 連 結 中 心 を 、 Ｅ お よ び Ｆ は 、 斜 め 部 材 の 長 尺 部 (21)と 短 尺 部 (22)と の 連
結 中 心 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま ず 、 天 板 (5)を 逆 Ｖ 字 状 に 折 り 畳 み 始 め る 。 各 斜 め 部 材 (8)は 、 長 尺 部 (21)と 短 尺 部 (2
2)と の 突 き 合 わ せ 面 の 上 縁 部 分 を 回 動 中 心 と し て Ｖ 字 状 に 二 つ 折 り 可 能 と さ れ て い る の で
、 Ｖ 字 状 に 折 り 畳 ま れ て い く 。 こ の と き の 前 後 の 脚 (1)(2)は 、 ま ず 、 互 い に 広 が る 方 向 に
移 動 す る 。 す な わ ち 、 斜 め 部 材 (8)の 長 尺 部 (21)同 士 の 連 結 中 心 （ 連 結 ピ ン (23)の 軸 線 ）
を 基 準 と し て 、 Ａ お よ び Ｃ は 、 互 い に 近 づ き か つ 上 方 に 移 動 し 、 Ｂ お よ び Ｄ は 、 互 い に 離
れ か つ 上 方 に 移 動 し 、 Ｅ お よ び Ｆ は 、 互 い に 近 づ き か つ 下 方 に 移 動 す る 。 さ ら に 天 板 (5)
を 折 り 畳 ん で い く と 、 前 後 の 脚 (1)(2)同 士 は 互 い に 近 づ き 、 最 終 的 に は 、 図 ３ に 示 す よ う
に 、 短 尺 部 (22)は 長 尺 部 (21)に 対 し て １ ８ ０ ° 回 動 し 、 短 尺 部 (22)は 、 下 か ら ３ 段 目 の 踏
桟 の 下 方 で 支 柱 (3)と 平 行 な 位 置 に 収 め ら れ 、 長 尺 部 (21)は 、 そ の 下 端 部 が 短 尺 部 (22)に
重 な る と と も に 、 両 斜 め 部 材 (8)の 長 尺 部 (21)同 士 が 左 右 に 重 ね 合 わ せ ら れ て 前 後 脚 (1)(2
)の 間 に 収 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 に お い て 、 図 ３ に 示 す よ う に コ ン パ ク ト に 折 り 畳 ま れ る 条 件 と し て 、 各 斜 め 部 材 (8
)の 上 端 部 回 動 中 心 Ａ お よ び Ｃ か ら 連 結 部 中 心 Ｆ お よ び Ｅ ま で の 距 離 （ 線 分 Ａ Ｆ お よ び 線
分 Ａ Ｅ の 長 さ で あ り 、 長 尺 部 (21)の 長 さ に 相 当 し て い る ） と 各 斜 め 部 材 (8)の 下 端 部 回 動
中 心 Ｄ お よ び Ｂ か ら 連 結 部 中 心 Ｆ お よ び Ｅ ま で の 距 離 （ 線 分 Ｄ Ｆ お よ び 線 分 Ｂ Ｅ の 長 さ で
あ り 、 短 尺 部 (22)の 長 さ に 相 当 し て い る ） と の 差 が 、 一 方 の 斜 め 部 材 (8)の 上 端 部 回 動 中
心 Ａ お よ び Ｃ か ら 他 方 の 斜 め 部 材 (8)の 下 端 部 回 動 中 心 Ｂ お よ び Ｄ ま で の 距 離 （ 線 分 Ａ Ｂ
お よ び 線 分 Ｃ Ｄ の 長 さ で あ り 、 斜 め 部 材 (8)全 体 の 支 柱 (3)に 沿 っ た 長 さ に 相 当 し て い る ）
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と が 実 質 的 に 等 し く な さ れ て い る 。 す な わ ち 、 線 分 Ａ Ｂ ＝ 線 分 Ｃ Ｄ ≒ 線 分 Ｃ Ｅ － 線 分 Ｂ Ｅ
＝ 線 分 Ａ Ｆ － 線 分 Ｄ Ｆ と な さ れ て い る 。 こ こ で 、 点 Ａ お よ び 点 Ｂ は 、 折 畳 み 状 態 の 対 称 中
心 面 近 く に 位 置 さ せ ら れ 、 点 Ｅ お よ び 点 Ｆ は 、 こ れ よ り 若 干 外 側 の 前 支 柱 の 後 面 お よ び 後
支 柱 の 前 面 に そ れ ぞ れ 位 置 さ せ ら れ 、 ま た 、 点 Ｂ お よ び 点 Ｅ は 、 こ れ よ り さ ら に 外 側 の 支
柱 に 重 な る と こ ろ に 位 置 さ せ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う な 条 件 が 確 保 さ れ る こ と に よ り 、 折 畳 み 初 期 段 階 で 各 斜 め 部 材 の 下 端 部 回 動 中
心 が 互 い に 離 れ る 方 向 に 移 動 す る よ う に な っ て お り 、 天 板 を あ る 程 度 二 つ 折 り に し な い 限
り 折 り 作 業 台 全 体 が 折 り 畳 ま れ る こ と は な く 、 使 用 中 の ロ ッ ク が 果 た さ れ て い る 。 し た が
っ て 、 例 え ば 使 用 状 態 の 作 業 台 を 横 に し て 支 柱 を 持 っ て 運 搬 す る と き で あ っ て も 、 作 業 台
が 自 重 で 不 用 意 に 閉 じ て し ま う よ う な こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 長 尺 部 (21)と 短 尺 部 (22)と を 折 り 畳 み ・ 伸 張 可 能 に 結 合 す る ヒ ン ジ 装 置 (24)(25)の う ち
の い ず れ か 一 方 (24)は 、 作 業 時 の 安 全 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 両 部 (21)(22)の 伸 張 状 態 で
の ロ ッ ク を 可 能 と す る と と も に 、 折 り 畳 み 作 業 を 容 易 と す る た め に 、 操 作 レ バ ー を 手 で 押
さ え て い な く て も ロ ッ ク 解 除 状 態 が 保 持 さ れ る よ う に な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 ヒ ン ジ 装 置 (24)に つ い て 、 図 ４ か ら 図 ８ ま で を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説
明 に お い て は 、 ヒ ン ジ 装 置 (24)に よ っ て 結 合 さ れ る 部 材 (21)(22)が 水 平 に 置 か れ て い る も
の と し 、 前 後 に つ い て は 、 図 ５ の 右 を 前 、 左 を 後 と い う も の と し 、 上 下 に つ い て は 、 図 ５
の 上 下 を 上 下 と い う も の と す る 。 こ の 位 置 関 係 は 、 便 宜 的 な も の で あ り 、 上 下 を 逆 に し て
使 用 す る こ と も 可 能 で あ り 、 ま た 前 後 を 上 下 や 斜 め に て 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ヒ ン ジ 装 置 (24)は 、 第 １ ヒ ン ジ 部 材 (31)と 、 第 １ 部 材 (31)と 平 行 な 折 り 畳 み 状 態 と こ の
状 態 か ら 第 １ 部 材 (31)に 対 し て 相 対 的 に 略 １ ８ ０ ° 回 動 し た 伸 張 状 態 と に 回 動 可 能 な 第 ２
ヒ ン ジ 部 材 (32)と 、 両 ヒ ン ジ 部 材 (31)(32)を 回 動 可 能 に 連 結 す る 連 結 軸 (33)と 、 両 ヒ ン ジ
部 材 (31)(32)が 回 動 不 可 能 と さ れ る ロ ッ ク 位 置 と 回 動 可 能 と さ れ る ロ ッ ク 解 除 位 置 と に 移
動 可 能 な 操 作 レ バ ー (34)と 、 操 作 レ バ ー (34)を ロ ッ ク 位 置 方 向 に 付 勢 す る 付 勢 部 材 と し て
の 圧 縮 コ イ ル ば ね (35)と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ ヒ ン ジ 部 材 (31)は 、 結 合 さ れ る 部 材 の 一 方 （ 長 尺 部 ） (21)に リ ベ ッ ト な ど に よ り 固
定 さ れ る 結 合 部 (41)と 、 左 右 対 向 壁 (42a)お よ び 下 連 結 壁 (42b)か ら な り 結 合 部 (41)に 連 な
っ て 長 尺 部 (21)か ら 後 方 （ 長 さ 方 向 ） に 突 出 す る 突 出 部 (42)と 、 突 出 部 (42)の 左 右 対 向 壁
(42a)の 後 端 部 （ 先 端 部 ） に 設 け ら れ て 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)の 重 ね 合 わ せ 部 (46)に 重 ね 合
わ せ ら れ る 重 ね 合 わ せ 部 (43)と か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)は 、 結 合 さ れ る 部 材 の 他 方 （ 短 尺 部 ） (22)に リ ベ ッ ト な ど に よ り 固
定 さ れ る 結 合 部 (46)と 、 左 右 対 向 壁 (47a)お よ び 下 連 結 壁 (47b)か ら な り 結 合 部 (46)に 連 な
っ て 短 尺 部 (22)か ら 前 方 （ 長 さ 方 向 ） に 突 出 す る 突 出 部 (47)と 、 突 出 部 (47)の 対 向 壁 (47a
)の 前 端 部 （ 先 端 部 ） に 設 け ら れ て 第 １ ヒ ン ジ 部 材 (31)の 重 ね 合 わ せ 部 (43)に 重 ね 合 わ せ
ら れ る 重 ね 合 わ せ 部 (48)と か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 １ ヒ ン ジ 部 材 (31)と 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)と は 、 そ の 突 出 部 (42)(47)同 士 が 突 き 合 わ さ
れ る と と も に 、 重 ね 合 わ せ 部 (43)(48)同 士 が 重 ね 合 わ せ ら れ 、 各 重 ね 合 わ せ 部 (43)(48)に
設 け ら れ た 貫 通 孔 (43a)(48a)に 円 柱 状 の 連 結 軸 (33)が 挿 通 さ れ る こ と に よ り 、 互 い に 回 動
可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 貫 通 孔 (43a)(48a)の 中 心 し た が っ て 連 結 軸 (33)の 軸 線 は 、 第 １ ヒ
ン ジ 部 材 (31)お よ び 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)の 上 縁 よ り も 上 方 に 位 置 さ せ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 操 作 レ バ ー (34)は 、 圧 縮 コ イ ル ば ね (35)を 収 納 す る ば ね 収 納 部 (56)が 貫 通 状 に 設 け ら れ
て い る 板 状 の 本 体 部 (51)と 、 本 体 部 (51)の 後 部 に 下 方 突 出 状 に 設 け ら れ か つ ロ ッ ク 位 置 に

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-290680 A 2005.10.20



お い て 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)に 係 合 す る ロ ッ ク 時 係 合 部 (52)と 、 本 体 部 (51)の 前 部 に 下 方 突
出 状 に 設 け ら れ 操 作 レ バ ー (34)を ロ ッ ク 解 除 方 向 （ 上 方 ） に 移 動 さ せ る ロ ッ ク 解 除 操 作 部
(53)と 、 本 体 部 (51)の 前 部 に 設 け ら れ か つ ロ ッ ク 解 除 位 置 に お い て 第 １ ヒ ン ジ 部 材 (31)に
係 合 し て 操 作 レ バ ー (34)の ロ ッ ク 位 置 方 向 （ 下 方 ） へ の 逆 戻 り を 阻 止 す る ロ ッ ク 解 除 時 係
合 部 (54)と 、 本 体 部 (51)上 部 に 上 方 突 出 状 に 設 け ら れ ロ ッ ク 解 除 位 置 に あ る 操 作 レ バ ー (3
4)を ロ ッ ク 位 置 方 向 （ 時 計 方 向 ） に 移 動 さ せ る ロ ッ ク 操 作 部 (55)と か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 両 ヒ ン ジ 部 材 (31)(32)の 突 出 部 (42)(47)の 対 向 壁 (42a)(47a)間 が 操 作 レ バ ー 収 納 部 と さ
れ 、 操 作 レ バ ー (34)は 、 両 ヒ ン ジ 部 材 (31)(32)を 連 結 す る 連 結 軸 (33)の 中 間 部 分 が ば ね 収
納 部 (56)の 上 端 部 の 軸 挿 通 部 に 回 動 可 能 に 挿 通 さ れ る こ と に よ っ て 、 両 ヒ ン ジ 部 材 (31)(3
2)の 対 向 壁 (42a)(47a)間 に 保 持 さ れ て い る 。 連 結 軸 (33)は 、 上 下 方 向 に 対 し て 若 干 傾 斜 し
て の び る ば ね 収 納 部 (56)内 を 圧 縮 コ イ ル ば ね (35)に 抗 し て 移 動 可 能 と さ れ て お り 、 ヒ ン ジ
部 材 (31)(32)に 対 し て 回 動 可 能 で か つ ば ね 収 納 部 (56)方 向 に 移 動 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 １ ヒ ン ジ 部 材 (31)の 下 連 結 壁 (42b)に は 、 操 作 レ バ ー (34)の ロ ッ ク 解 除 操 作 部 (53)が
上 下 移 動 可 能 に 挿 通 さ れ て い る 貫 通 孔 (44)が 設 け ら れ て い る 。 下 連 結 壁 (42b)の 後 端 部 は
、 他 の 部 分 よ り も 下 方 に 突 出 さ せ ら れ て お り 、 こ の 部 分 (45)が 圧 縮 コ イ ル ば ね (35)で 付 勢
さ れ た 操 作 レ バ ー (34)を 受 け 止 め る ス ト ッ パ 部 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)の 下 連 結 壁 (47b)に は 、 操 作 レ バ ー (34)の ロ ッ ク 時 係 合 部 (52
)が 上 下 移 動 可 能 に 挿 通 さ れ て い る 貫 通 孔 (49)が 設 け ら れ て い る 。 下 連 結 壁 (47b)の 後 端 部
は 、 他 の 部 分 よ り も 下 方 に 突 出 さ せ ら れ て お り 、 こ の 部 分 (50)が 圧 縮 コ イ ル ば ね (35)で 付
勢 さ れ た 操 作 レ バ ー (34)の ロ ッ ク 時 係 合 部 (52)を 受 け 止 め る ス ト ッ パ 部 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ５ に 示 す ロ ッ ク 状 態 に お い て 、 第 １ ヒ ン ジ 部 材 (31)に 対 す る 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)の 反
時 計 方 向 へ の 回 動 （ 逆 Ｖ 字 状 の 二 つ 折 り ） は 、 両 ヒ ン ジ 部 材 (31)(32)の 突 出 部 (42)(47)同
士 が 突 き 合 わ さ れ る こ と に よ り 阻 止 さ れ て お り 、 第 １ ヒ ン ジ 部 材 (31)に 対 す る 第 ２ ヒ ン ジ
部 材 (32)の 時 計 方 向 へ の 回 動 （ Ｖ 字 状 の 二 つ 折 り ） は 、 操 作 レ バ ー (34)の ロ ッ ク 解 除 操 作
部 (53)が 第 １ ヒ ン ジ 部 材 (31)の 下 連 結 壁 (42b)の 貫 通 孔 (44)に 上 下 移 動 可 能 で あ る が 前 後
方 向 に は 移 動 不 可 能 に 挿 通 さ れ る と と も に 、 操 作 レ バ ー (34)の ロ ッ ク 時 係 合 部 (52)が 第 ２
ヒ ン ジ 部 材 (32)の 下 連 結 壁 (47b)の ス ト ッ パ 部 (50)に 当 接 す る こ と に よ り 阻 止 さ れ て い る
。 圧 縮 コ イ ル ば ね (35)は 、 ロ ッ ク 時 係 合 部 (52)が ス ト ッ パ 部 (50)に 当 接 す る 向 き に 操 作 レ
バ ー (34)を 付 勢 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ロ ッ ク 解 除 操 作 部 (53)は 、 下 端 が 第 １ ヒ ン ジ 部 材 (31)の ス ト ッ パ 部 (45)と ほ ぼ 面 一 と さ
れ て い る ロ ッ ク 時 係 合 部 (52)よ り も さ ら に 下 方 に 突 出 さ せ ら れ て お り 、 ロ ッ ク 時 係 合 部 (5
2)を 上 方 に 押 し 上 げ る こ と に よ り 、 ロ ッ ク 解 除 操 作 部 (53)が 第 １ ヒ ン ジ 部 材 (31)の 下 連 結
壁 (42b)の 貫 通 孔 (44)内 に 挿 通 さ れ た 状 態 の ま ま で 、 ロ ッ ク 時 係 合 部 (52)と ス ト ッ パ 部 (50
)と の 係 合 が 外 れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ロ ッ ク 解 除 時 係 合 部 (54)は 、 ロ ッ ク 解 除 操 作 部 (53)の 前 部 が そ の 基 部 が 残 る よ う に 切 り
欠 か れ る こ と で 形 成 さ れ て い る 。 第 １ ヒ ン ジ 部 材 (31)の 貫 通 孔 (44)の 周 縁 部 に は 、 ロ ッ ク
解 除 操 作 部 (53)を 押 し 上 げ る 際 に そ の 基 部 の 前 面 を 案 内 す る 案 内 部 (59)が 形 成 さ れ て い る
。 圧 縮 コ イ ル ば ね (35)は 、 操 作 レ バ ー (34)を 真 っ 直 ぐ 下 方 で な く 、 そ れ よ り も や や 後 方 寄
り に 付 勢 し て い る 。 こ の た め 、 第 １ ヒ ン ジ 部 材 (31)の 連 結 壁 (42b)か ら 操 作 レ バ ー (34)に
は 、 こ れ を 真 っ 直 ぐ 上 方 よ り も や や 前 寄 り に 押 す 力 が 作 用 し て い る 。 し た が っ て 、 ロ ッ ク
時 係 合 部 (52)と ス ト ッ パ 部 (50)と の 係 合 が 外 れ て か ら さ ら に 圧 縮 コ イ ル ば ね (35)の 付 勢 力
に 抗 し て ロ ッ ク 解 除 操 作 部 (53)を 押 し 上 げ る と 、 ロ ッ ク 解 除 操 作 部 (53)の 基 部 の 前 面 が 案
内 部 (59)か ら 外 れ 、 操 作 レ バ ー (34)は 、 圧 縮 コ イ ル ば ね (35)の 付 勢 力 に 対 す る 反 力 に よ り
若 干 前 方 に 移 動 さ せ ら れ 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 圧 縮 コ イ ル ば ね (35)の 付 勢 力 に よ っ て 下 向

10

20

30

40

50

(7) JP 2005-290680 A 2005.10.20



き に 付 勢 さ れ た ロ ッ ク 解 除 時 係 合 部 (54)と 第 １ ヒ ン ジ 部 材 (31)の 案 内 部 (59)と が 係 合 さ せ
ら れ る 。 こ の 際 、 連 結 軸 (33)は 、 ば ね 収 納 部 (56)に 沿 っ て ヒ ン ジ 部 材 (31)(32)に 対 し て 下
方 に 移 動 し 、 圧 縮 コ イ ル ば ね (35)は 、 圧 縮 さ れ て 、 ロ ッ ク 解 除 時 係 合 部 (54)を 第 １ ヒ ン ジ
部 材 (31)の 案 内 部 (59)に 押 し 付 け る 弾 性 力 は 大 き い も の と な っ て い る 。 こ う し て 、 ロ ッ ク
解 除 状 態 に お け る 操 作 レ バ ー (34)の ロ ッ ク 位 置 方 向 （ 下 方 ） へ の 逆 戻 り が 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ロ ッ ク 操 作 部 (55)は 、 ロ ッ ク 解 除 時 係 合 部 (54)と 第 １ ヒ ン ジ 部 材 (31)の 案 内 部 (59)と の
係 合 を 外 す た め の も の で 、 図 ７ に 示 す ロ ッ ク 解 除 位 置 の 保 持 状 態 に お い て 、 ロ ッ ク 操 作 部
(55)を 時 計 方 向 に 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 操 作 レ バ ー (34)が ロ ッ ク 位 置 に 復 帰 さ せ ら れ る
。 ロ ッ ク 操 作 部 (55)は 、 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)を 回 動 さ せ る 際 の 案 内 部 を 兼 ね て お り 、 そ の
外 周 面 は 、 円 弧 状 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ロ ッ ク 操 作 部 (55)に は 、 折 り 畳 み 状 態 に お い て 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)に 係 合 し 操 作 レ バ ー
(34)の 上 方 （ ロ ッ ク 解 除 位 置 方 向 ） へ の 移 動 を 阻 止 す る ロ ッ ク 解 除 防 止 係 合 部 (55a)が 形
成 さ れ て い る と と も に 、 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)を 折 り 畳 ん で い く 際 に 同 部 材 (32)に 当 接 し 同
部 材 (32)を さ ら に 回 動 さ せ る こ と に よ っ て ロ ッ ク 解 除 位 置 に あ る 操 作 レ バ ー (34)を 強 制 的
に ロ ッ ク 位 置 に 復 帰 さ せ る ロ ッ ク 位 置 復 帰 係 合 部 (55b)が 設 け ら れ て い る 。 ロ ッ ク 操 作 部 (
55)に は 、 ま た 、 ロ ッ ク 解 除 位 置 に あ る 操 作 レ バ ー (34)を 強 制 的 に ロ ッ ク 位 置 に 復 帰 さ せ
る こ と が 容 易 な よ う に 、 手 で 持 つ と き の 滑 り 止 め 部 (55c)が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ７ に お い て 、 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)し た が っ て 短 尺 部 (22)を 時 計 方 向 に 回 動 さ せ る と 、
第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)は 二 点 鎖 線 で 示 す 位 置 で 操 作 レ バ ー (34)の ロ ッ ク 操 作 部 (55)の ロ ッ ク
解 除 防 止 係 合 部 (55a)に 当 接 す る 。 こ の 状 態 か ら さ ら に 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)を 時 計 方 向 に
回 動 さ せ る と 、 操 作 レ バ ー (34)は 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)と 一 体 で 強 制 的 に 時 計 方 向 に 回 動 さ
せ ら れ る 。 こ れ に よ り 、 ロ ッ ク 解 除 時 係 合 部 (54)と 第 １ ヒ ン ジ 部 材 (31)の 案 内 部 (59)と の
係 合 が 解 除 さ れ て 、 操 作 レ バ ー (34)が ロ ッ ク 位 置 に 移 動 さ せ ら れ る 。 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)
を さ ら に 時 計 方 向 に 回 動 さ せ る と 、 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)に 形 成 さ れ た 摺 動 部 (58)が ロ ッ ク
操 作 部 (55)の 外 周 面 に 案 内 さ れ る こ と に よ り 、 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)が ス ム ー ズ に 回 動 さ せ
ら れ て 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 操 作 レ バ ー (34)が ロ ッ ク 状 態 に 復 帰 さ せ ら れ た 状 態 で ヒ ン ジ
部 材 (31)(32)同 士 が 平 行 に な る よ う に 折 り 畳 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ８ の 折 り 畳 み 状 態 で は 、 ロ ッ ク 操 作 部 (55)の ロ ッ ク 解 除 防 止 係 合 部 (55a)が 第 ２ ヒ ン
ジ 部 材 (32)の 摺 動 部 (58)に 下 か ら 当 接 さ せ ら れ て お り 、 こ れ に よ り 、 操 作 レ バ ー (34)の 上
方 （ ロ ッ ク 解 除 位 置 方 向 ） へ の 移 動 が 阻 止 さ れ 、 ロ ッ ク が 解 除 さ れ る こ と は な い 。 そ し て
、 図 ８ の 状 態 か ら 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)を 反 時 計 方 向 に 回 動 さ せ る と 、 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)
の 摺 動 部 (58)が ロ ッ ク 操 作 部 (55)の 外 周 面 に 案 内 さ れ る こ と に よ り 、 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)
は 、 そ の ス ト ッ パ 部 (50)が 操 作 レ バ ー (34)の ロ ッ ク 時 係 合 部 (52)に 反 時 計 方 向 か ら 当 接 す
る ま で 、 抵 抗 な し に 回 動 さ せ ら れ る 。 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)の ス ト ッ パ 部 (50)が 操 作 レ バ ー
(34)の ロ ッ ク 時 係 合 部 (52)に 当 接 し た 後 、 第 ２ ヒ ン ジ 部 材 (32)を さ ら に 反 時 計 方 向 に 回 動
さ せ る と 、 ス ト ッ パ 部 (50)は 、 圧 縮 コ イ ル ば ね (35)の 付 勢 力 に 抗 し て 強 制 的 に ロ ッ ク 時 係
合 部 (52)を 押 し 上 げ 、 第 １ ヒ ン ジ 部 材 (31)の ス ト ッ パ 部 (45)に 当 接 し た と こ ろ で 停 止 す る
。 こ の 後 、 操 作 レ バ ー (34)は 、 圧 縮 コ イ ル ば ね (35)の 付 勢 力 に よ り 押 し 下 げ ら れ 、 図 ５ に
示 す 使 用 状 態 （ 伸 張 状 態 ） が 得 ら れ る 。 こ う し て 、 安 全 か つ 容 易 に 折 り 畳 み を 行 う こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ６ か ら 分 か る よ う に 、 操 作 レ バ ー (34)の ば ね 収 納 部 (56)の 周 縁 部 (56a)、 本 体 部 (51)
の 下 端 部 (51a)な ど は 、 操 作 レ バ ー (34)の 他 の 部 分 よ り も 突 出 し て い る リ ブ と さ れ て お り
、 こ れ ら の リ ブ の 部 分 (51a)(56a)が 各 ヒ ン ジ 部 材 (31)(32)の 対 向 壁 (42a)(47a)の 内 側 面 に
案 内 さ れ て 、 残 り の 部 分 が 対 向 壁 (42a)(47a)の 内 側 面 に 接 触 し な い よ う に さ れ て い る 。 し
た が っ て 、 ヒ ン ジ 装 置 (24)の 内 部 に ゴ ミ や ホ コ リ が 溜 ま り に く く か つ 抜 け や す い 構 造 と な
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っ て い る 。 ま た 、 摩 擦 面 の 面 積 が 少 な く な っ て い る こ と で 、 動 き に 支 障 を 与 え に く い も の
と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 図 ７ お よ び 図 ８ か ら 分 か る よ う に 、 上 下 に 移 動 さ せ ら れ る 操 作 レ バ ー (34)の 本 体
部 (51)は 、 ロ ッ ク 位 置 （ 図 ８ ） に お い て ヒ ン ジ 部 材 (31)(32)に 覆 わ れ ロ ッ ク 解 除 位 置 （ 図
７ ） に お い て ヒ ン ジ 部 材 (31)(32)か ら 露 出 す る 部 分 を 有 し て お り 、 こ の 部 分 に 、 ロ ッ ク 解
除 状 態 を 表 示 す る 解 除 中 表 示 部 (57)が 設 け ら れ て い る 。 通 常 、 ロ ッ ク 解 除 は 、 折 り 畳 む と
き に だ け 行 わ れ 、 折 り 畳 む こ と に よ っ て 、 他 の 操 作 を 行 わ な く て も 、 操 作 レ バ ー (34)は ロ
ッ ク 状 態 と さ れ る 。 そ し て 、 ロ ッ ク 解 除 だ け を 行 っ て 、 折 り 畳 み 操 作 を 行 わ な か っ た 場 合
に は 、 解 除 中 表 示 部 (57)が 露 出 す る こ と に よ り 、 作 業 者 は 、 ロ ッ ク さ れ て い な い こ と を 認
識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 上 記 ヒ ン ジ 装 置 (24)は 、 作 業 台 の 斜 め 部 材 (8)を 構 成 す る 長 尺 部 (21)と 短 尺 部 (22
)と を 連 結 す る の に 使 用 さ れ て い る が 、 こ の ヒ ン ジ 装 置 (24)は 、 こ れ に 限 ら ず 、 ２ つ の 部
材 を 折 り 畳 み 可 能 に 連 結 す る 種 々 の 用 途 に 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 こ の 発 明 の ヒ ン ジ 装 置 が 使 用 さ れ る 一 例 で あ る 作 業 台 を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 同 使 用 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 同 折 り 畳 み 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 こ の 発 明 の ヒ ン ジ 装 置 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 同 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 ５ の VI-VI線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 こ の 発 明 の ヒ ン ジ 装 置 の ロ ッ ク 解 除 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 こ の 発 明 の ヒ ン ジ 装 置 の 折 り 畳 み 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
(8)　  　 斜 め 部 材
(21)　 　 長 尺 部
(22)　 　 短 尺 部
(24)　 　 ヒ ン ジ 装 置
(31)　 　 第 １ ヒ ン ジ 部 材
(32)　 　 第 ２ ヒ ン ジ 部 材
(33)　 　 連 結 軸
(34)　 　 操 作 レ バ ー
(35)　 　 圧 縮 コ イ ル ば ね （ 付 勢 部 材 ）
(51)　 　 本 体 部
(51a) 　 リ ブ
(52)　 　 ロ ッ ク 時 係 合 部
(53)　 　 ロ ッ ク 解 除 操 作 部
(54)　 　 ロ ッ ク 解 除 時 係 合 部
(55)　 　 ロ ッ ク 操 作 部
(55a) 　 ロ ッ ク 解 除 防 止 係 合 部
(55b) 　 ロ ッ ク 位 置 復 帰 係 合 部
(56)　 　 ば ね 収 納 部
(56a) 　 リ ブ
(57)　 　 解 除 中 表 示 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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